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 平成 28年度モニタリング調査 

1 調査項目 

① 生息状況及び利用状況調査（Ａ～Ｅ洞窟、石垣島島内の主な利用洞窟注） 

注．石垣島内の主な利用洞窟については、冬期の休眠時期において、調査洞窟を 87とする。 

② 人工洞調査（生息状況及び利用状況） 

注．温度・湿度は、入洞時に測定する。 

③ 調査結果の情報提供及びロードキル状況等の情報収集（事業実施区域周辺） 

④ 飛翔状況調査（Ａ、Ｄ洞窟及び植栽実施周辺） 

 

2 調査時期 

① 生息状況及び利用状況調査（Ａ～Ｅ洞窟、石垣島島内の主な利用洞窟、人工洞） 

出産・哺育期：平成 28年５月、６月 

移動期   ：平成 28年 11月 

休眠時期  ：平成 29年１月 

 
② 人工洞調査（生息状況及び利用状況） 

生息状況及び利用状況：平成 28年５月、６月（出産・哺育期）、11月（移動期） 

          ：平成 29年１月（休眠時期） 

注．温度・湿度は、入洞時に測定する。 

 
③ 調査結果の情報提供及びロードキル状況等の情報収集（事業実施区域周辺） 

：随時 
 

④ 飛翔状況調査（Ａ、Ｄ洞窟及び植栽実施箇所周辺） 

：平成 28年５、６月（出産・哺育期）、11月（移動期） 

平成 29 年１月（冬季の休眠時期） 

 
3 調査地点 

調査地点は、図 3.1 に示すとおりである。 
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図 3.1(1) 調査地点（Ａ～Ｅ洞窟）
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図 3.1(2) 調査地点（石垣島島内の主な利用洞窟）

重要な種の保護の観点から、調査地点は表示していない。 
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図 3.1(3) 調査地点（石垣島島内の主な利用洞窟（冬期の休眠時期）） 
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図 3.1(4) 調査地点（人工洞調査） 
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図 3.1(5) 調査地点（飛翔状況調査） 

主な調査範囲 
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4 調査方法 

項目ごとの調査方法は以下に示すとおりである。 
① 生息状況及び利用状況調査 

洞窟内で懸下している小型コウモリ類に赤色光スポットライトを照射し、目視

により種ごと（出産・哺育期には成獣、幼獣）の個体数を計数する（目視法）。 
なお、ビデオ撮影が可能な洞窟の出入り口では、ビデオ装置を使用し、出洞個

体数を計数する（ビデオ撮影法：図 4.1）。また、出産・哺育や冬期の休眠などの

生息状況及び利用状況を観察する。 
 

 
図 4.1 ビデオ撮影法 

 

② 調査結果の情報提供及びロードキル状況等の情報収集 

調査結果の情報を石垣市や沖縄県等の関係機関へ提供する。また、小型コウモ

リ類のロードキル状況等の情報収集を随時行う。 

 

③ 飛翔状況調査 

保全対策（採餌場及び移動経路となり得る緑地の創出）による効果を検証する

ため、Ａ及びＤ洞窟よりタキ山・カタフタ山方向の樹林及び海岸沿いの防風林へ

の主な飛翔経路と考えられる地点に人員を配置し、バットディテクター及び目視

により、種ごとの飛翔個体数を計数し、飛翔状況を把握する。 
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